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東日本大震災による印旛沼への影響 
 

(1) 印旛沼における被災状況 

1) 堤防被災 

A) 地盤の変化 

3 月 11 日の東日本大震災により、印旛沼周辺における震度は 5～6 が確認された(図 1参

照)。 

この震災による印旛沼周辺の地盤変化は、表 1及び図 2、図 3に示す通り、水平方向に

約 40cm、上下方向に約 10cm の沈降となっている。 

図 4、図 5には印旛沼の堤防地盤高の震災前後の変化を示したものである。震災により、

その変化量が 10cm 以内で収まったところも多かったが、場所によっては 60cm 以上の変化

量となる被害が生じる結果となっている。 

図 6～図 10には主な被害箇所の写真及び応急対応状況の写真を示す。 

 

図 1 東日本大震災の震度分布図；気象庁公表データ 

1



 

表 1 市町村ごとの地殻変動量（暫定）；千葉県；国土地理院公表値 

 
 

 

基準点付近

2



 

 

図 2 3 月 11 日の本震(M9.0)に伴う地殻変動；等変動量線図(水平)；国土地理院公表値 
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図 3 3 月 11 日の本震(M9.0)に伴う地殻変動；等変動量線図(上下)；国土地理院公表値 
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図 6 印旛沼堤防の主な被災箇所及び応急復旧状況（1） 
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図 7 印旛沼堤防の主な被災箇所及び応急復旧状況（2） 
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図 8 印旛沼堤防の主な被災箇所及び応急復旧状況（3）
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B) 堤防等への被災及び対応 

図 11に示す堤防等において被害が生じ、復旧対応が必要となっている。 

各箇所とも現時点では応急対応を行っており、来期の出水期までには復旧工事を終わら

せるように準備を行っているところである(表 2参照)。 

図 12～図 15には復旧工事の標準断面図の一例を示す。 

 

 

図 11 印旛沼堤防等の被災及び復旧工事実施箇所 
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対

策
実

施
状

況

■
管

理
用

道
路

は
調

整
池

堤
防

の
維

持
管

理
を
効

率
的

に
実

施
す
る
た
め
に
整

備
さ
れ

た
施

設
で
あ
る
。
ま
た
、
一

部
の

管
理

用
道

路
は

、
地

元
の

耕
作

用
道

路
及

び
生

活
用

道
路

と
し
て
利

用
さ
れ

て
い
る
区

間
も
あ
る
。
路

面
が

陥
没

し
、
管

理
用

車
両

等
の

通
行

に
支

障
と
な
る
区

間
を
優

先
し
て
応

急
復

旧
を
実

施
し
た
。

対
策
後
･･
･

■
水
位
観
測
局
舎
（
舟
戸
）
に
つ
い
て
は
、
損
傷
が
酷
か
っ
た
た
め
、
進
入
防
止
等
の
対

策
を
講
じ
た
。

管
理
橋
基
礎
杭
の
傾
き

災
害

復
旧

工
事

計
画

工
程

8
月

平
成
2
4
年

平
成
2
3
年

1
1
月

1
2
月

1
月

件
名

9
月

1
0
月

2
月

3
月

舟
戸
他
水

位
観
測

局
舎

復
旧
工
事

（
ｎ
＝

２
箇

所
）

（
ｎ
＝

２
箇

所
）

管
理

用
道

路
復

旧
工

事

（
約

（
約

LL
＝＝
1
,2
0
0
m

1
,2
0
0
m
））

畑
放

流
警

報
局

復
旧

工
事

（
ｎ
＝

１
箇

所
）

（
ｎ
＝

１
箇

所
）

事
前

協
議

・
契

約
準

備

工
事

期
間

契
約

準
備

工
事

期
間

事
前

協
議

・
契

約
準

備

工
事

期
間

災
害
復
旧

工
事
は

原
形
復

旧
を
基
本

に
以

下
の

計
画

工
程

で
実

施
す
る
。

な
お
、
堤

防
に
か

か
る
災

害
復

旧
工

事
は

千
葉

県
に
お
い
て
施

工
さ
れ
る
。

調
整

池
堤

防
の
被

災
要

因
の

推
察

［
現

場
の

事
象

］
調

整
池

堤
防

等
に
は

、
堤

防
天

端
及

び
道

路
面

に
縦

断
方

向
の

亀
裂

、
沈

下
及

び
法

面
の

す
べ

り
・

崩
落

な
ど
が

確
認

さ
れ

た
。
憤

砂
痕

が
確

認
さ
れ

た
箇

所
も
有

り
、
液

状
化

発
生

が
推

察
さ
れ

る
。

［
被

災
要

因
の

推
察

］
堤

防
変

状
の

要
因

と
し
て
、
基

礎
地

盤
が

軟
弱

で
あ
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
堤

防
の

築
堤

材
に
浚

渫
土

の
砂

が
多

く
用

い
ら
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
堤

体
盛

土
や

基
礎

地
盤

の
液

状
化

に
起

因
す
る
も
の

と
推

察
さ
れ

る
。

堤
防

の
亀

裂

堤
防
す
べ
り
・
崩
落

噴
砂

痕

17



平
成

２
３
年

３
月
１

１
日
、
通

常
総

代
会

提
出
議

案
の

最
終

調
整
を

終
え
た

昼
下
が
り

、
突

然
の

大
き
な

揺
れ

東
北

地
方
太

平
洋

沖
地

震
災

害
へ

の
対

応

大
地

震
発

生

長
い
時

間
続

い
た
「
東
北
地

方
太

平
洋
沖
地

震
」
発
生

職
員

の
安
否

と
事
務

所
機
能
に

被
害

が
な

い
か
確

認
で

き
た

午
後
３

時
過
ぎ

、
次
に
家

族
の

安
否

確
認
と

基
幹

機
場

や
水
路

、
農
地

の
巡
回
を

行
う

よ
う

指
示

機
場

の
倒
壊

や
水
路

の
崩
落
な

ど
発

見
す

る
こ
と

な
く
、
ま

た
、

排
水

機
場
の

運
転

が
可

能
で

あ
る
こ

と
を
確
認

し
「

災
害

対
策
初

日
」
を
終

え
た

。

被
害

状
況
の

把
握
と

ポ
ン
プ
の

試
運

転
及

び
送
水

試
験
の
即

時
着

手
を

指
示

平
成

23
年

9⽉
9⽇

印
旛

沼
⼟

地
改

良
区

事
務

局
⻑

⾼
橋

修
翌

１
２

日
、

初
期
の

被
害
状
況

調
査

を
終

え
、
関

係
機
関
の

情
報

を
基

に
被
災

の
程

度
、

続
く

余
震
の

規
模
か
ら

同
日

午
後

２
時

未
曾

有
の

被
災

「
東
北
地
方
太

平
洋
沖

地
震
災

害
対
策
本

部
」
設
置

そ
の
他
、

改
良
区

の
受
益

地
域
に

お
い
て

は
、
干

拓
堤
防

の
沈
下

、
崩
壊

な
ど
深

刻
な
状

況
と
な
る

。
千
葉

県
の
貴

重
な
水

瓶
に
「

ひ
び
が

入
り
」

、
水
を

貯
め
る

こ
と
も

、
洪
水

調
整
を
図

る
こ
と

も
厳
し

く
な
っ

て
し
ま

っ
た
。

揚
排

⽔
機

場
の

被
災

３
箇

所
農

業
⽤

⽤
排

⽔
路

の
被

災
６

４
９

箇
所

＊
内

、
漏

⽔
箇

所
６

４
２

箇
所

そ
の

他
施

設
の

被
災

１
８

箇
所

＊
道

路
、

橋
等

被
災

総
額

３
億
円

【
通
報
・
試
験

送
水
に
よ
り
判
明

し
た
被
災
状

況
】
※

改
良

区
管
理

施
設

【
県
管
理

施
設
の
被
災

調
書
】

成
⽥

市
宗

吾
機

場
(被

害
額

)  
7,

00
0千

円
印

⻄
市

吉
⾼

機
場

(被
害

額
)  

6,
00

0千
円

酒
々

井
町

酒
々

井
機

場
導

⽔
路

(被
害

額
)1

00
,0

00
千

円
栄

町
⽩

⼭
機

場
送

⽔
管

(被
害

額
)1

40
,0

00
千

円
＊

応
急

仮
⼯

事
1箇

所
4,

00
0千

円

栄
町

⽩
⼭

機
場

(被
害

額
)

3,
00

0千
円

社
会

生
活
に

一
番
関

係
し
た
電

気
供

給
を

地
域
輪

番
で
行
う

「
計

画
停

電
の
策

」
が

講
じ

ら
れ

た

水
土

里
情

報
の

発
信

利
根

川
沿
線

・
印
旛

沼
周
囲
を

受
益

地
と

す
る
土

地
改
良
区

で
は

そ
の

地
形
か

ら
電

気
排

水
が

余
儀
な

く
さ
れ
、

洪
水

排
水

中
に
計

画
停
電
に

よ
る

「
二

次
被
害

」
を

危
惧

。
東

京
電
力

に
対
し
「

非
常

時
は

治
水
優

先
と
し
計

画
停

電
を

中
止
す

る
な

ど
配

慮
す

る
こ
と

」
を
申
し

入
れ

◎
施
設
点

検
、
報

告
の
徹

底
。
軽

微
な
復

旧
に
は

「
農
村

協
働
」

を
活
用
す

る
む
ね

指
示
。

◎
用
水
管

の
破
損

か
ら
、

普
段
通

り
の
水

供
給
が

で
き
ぬ

状
況
を

想
定
し
、

営
農

ｽｹ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙの

見
直

し
を
指

示
。

「
農

家
に
対

す
る
指

示
」

被
災

施
設
の

復
旧
は

「
農
林
水

産
業

施
設

災
害
復

旧
事
業
費

」
に

よ
る

復
旧
を

一
位
に

「
土
地
改

良
区

単
独

復
旧
及

び
農
村
協

働
に

よ
る

復
旧
」

が
こ
れ

に
続
く

復
旧

の
方

針
と
予

算

「
な
ん
と
か
水

が
出
る
状
況
」
を
作

る

公
的

補
助
を

受
け
復

旧
す
る
も

、
被

害
復

旧
経
費

に
あ
て
る

資
金

を
特

別
会
計

に
計

上

千
葉

県
に
お
け
る
「
東

日
本

大
震

災
へ

の
対

応
」
感

謝
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水
瓶

た
る
印

旛
沼
の

堤
防
に
ひ

び
が

入
り

、
利
水

・
治
水
と

も
普

段
通

り
の

管
理
が

出
来
な

く
、
こ
れ

に
自

然
的

要
因
、

節
電
対
策

が
加

わ
り

「
水

が
自
由

に
で
き

な
く
な
っ

て
し

ま
う

」
と
の

不
安
を
覚

え
る

。

被
災

箇
所
の

復
旧
を

急
ぐ
よ
う

熱
望

！

水
土

里
の

課
題

◆
利
水
で
は
暫
定

管
理
水

位
を
Y
P
2
.3
m
に
キ
ー
プ
す
る
特
別
な
水

管
理

「
印

旛
沼
干

拓
堤
防

流
入
河
川

等
堤

防
の

関
係
」

⽔

◆
治

水
で
は
複

数
の
管

理
者

が
あ
る
こ
と
か
ら
指

揮
系

統
の
整

備
が
必

要

『
松

虫
川

河
口

部
』

『
角

川
集

水
路

河
口

部
』

原
発

事
故
に

関
連
し

た
放
射
性

物
質

に
よ

る
水
・

土
・
米

へ
の

影
響
が
里

の
不

安
材
料
と

な
る

。

幸
い

コ
メ
へ

の
影
響

は
検
査
の

結
果

「
不

検
出
」

と
な
り

お
い

し
い
新

米
が
市

場
に
で
ま

わ
り

ま
す

。

⼟

◎
印

旛
沼

の
水

位
ｺﾝ

ﾄﾛ
ｰﾙ
を

行
う

水
機

構
に

は
、

き
め

細
か

な
管

理
・

情
報

伝
達

を
し

て
い

た
だ

き
先

日
は

土
砂

が
堆

積
し

水
が

引
き

に
く

い
状

態
に

あ
っ

た
導

水
路

を
人

海
戦

術
に

て
復

旧
す

べ
く

申
し

入
れ

が
あ

る
な

ど
当

事
者

意
識

を
持

っ
て

管
理

に
あ

た
っ

て
い

た
だ

い
た

。

単
独

施
工
や

農
村
協

働
で
の
復

旧
は

終
え

る
も
、

農
家
負
担

の
問

題
が

残
り
、

災
害
査

定
が
完
了

し
て

い
な

い
箇
所

も
あ
る
。

◆
課
題
の
解

決
に
向

け
お
力
添

え
い
た
だ
け
る
よ
う
8
月
1
8
日
に
森
田
知
事
に

お
願

い
い
た
し
ま
し
た
。
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印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

ワ
ー

キ
ン

グ
報

告
ワ

ー
キ

ン
グ

報
告

1
.

浸
透

W
G

2
.

農
業

W
G

3
.

生
活

排
水

W
G

4
.

学
び

W
G

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

は
じ

め
に

：
健

全
化

計
画

で
の

8つ
の

重
点

対
策

群

①
雨

水
を

地
下

に
浸

透
さ

せ
ま

す
(対

策
例
)

◇
各
戸
貯
留
・
浸
透
施
設
の

設
備
・
維
持
管
理

◇
透
水
性
舗
装
の
整
備

②
家

庭
か

ら
で

る
水

の
汚

れ
を

減
ら

し
ま

す
(対

策
例
)

◇
下
水
道
の
整
備

◇
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
導
入

③
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

を
推

進
し

ま
す

(対
策
例
)

◇
環
境
保
全
型
農
業
の
実
施

◇
循
環
か
ん
が
い
施
設
の
整

備

④
湧

水
と

谷
津

・
里

山
を

保
全

・
再

生
し

、
ふ

る
さ

と
の

生
き

物
を

は
ぐ

く
み

ま
す

(対
策
例
)

◇
谷
津
・
里
山
の
保
全

⑧
環

境
学

習
、

流
域

市
民

の
自

主
的

な
行

動
を

活
発

に
し

ま
す

(対
策
例
)

◇
NP
Oの

支
援

◇
ゴ
ミ
清
掃

⑦
か

つ
て

あ
っ

た
水

草
を

再
生

し
ま

す
(対

策
例
)

◇
植
生
帯
の
整
備
・
維
持
管
理

◇
水
生
植
物
の
保
全
・
復
元

⑥
親

し
み

の
あ

る
水

辺
を

創
造

し
ま

す
(対

策
例
)

◇
親
水
拠
点
の
整
備

⑤
水

害
か

ら
町

や
交

通
機

関
を

守
り

ま
す

(対
策
例
)

◇
印
旛
沼
の
築
堤

◇
鹿
島
川
・
高
崎
川
等
の
河
道
整
備

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

浸
透

W
G

浸
透

W
G

関
連

す
る

重
点

対
策

群
①

雨
水

を
地

下
に

浸
透

さ
せ

ま
す

関
連

す
る

重
点

対
策

群
①

雨
水

を
地

下
に

浸
透

さ
せ

ま
す

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

浸
透

W
G

（
1）

：
概

要

•目
的

–
「
①

雨
水

を
地

下
に

浸
透

さ
せ

ま
す

」
の

取
り

組
み

を
検

討
し

て
行

く
場

と
し

て
設

立

–
2
つ

の
対

策
を

検
討

・
実

践

–
重

点
的

に
対

策
検

討
す

る
河

川
流

域
を

指
定

•
船

橋
市

・
佐

倉
市

・
八

千
代

市
・
鎌

ケ
谷

市

・
四

街
道

市
の

5
市

が
W

G
に

参
加

•
雨

水
浸

透
対

策

•
市

街
地

面
源

負
荷

削
減

対
策

（
調

整
池

の
改

良
）

※※
四

角
の

中
に

は
、

各
四

角
の

中
に

は
、

各
河河

川
流

域
で

の
重

点
的

な
取

川
流

域
で

の
重

点
的

な
取

り
組

み
内

容
を

示
す

。
り

組
み

内
容

を
示

す
。

丸
数

字
の

番
号

は
重

点
対

丸
数

字
の

番
号

は
重

点
対

策
の

番
号

と
一

致
。

策
の

番
号

と
一

致
。
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印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

浸
透

W
G

（
2）

：
取

り
組

み
の

実
施

状
況

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

浸
透

W
G

（
3）

：
雨

水
浸

透
マ

ス
の

効
果

湧
水

量
が

増
加

湧
水

量
が

増
加

表
面

流
出

量
が

減
少

表
面

流
出

量
が

減
少

⇒
道

路
冠

水
や

⇒
道

路
冠

水
や

浸
水

被
害

が
軽

減
浸

水
被

害
が

軽
減

雨
水

が
地

下
に

浸
透

雨
水

が
地

下
に

浸
透

す
る

よ
う

に
！

！
す

る
よ

う
に

！
！

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

浸
透

W
G

（
4）

：
雨

水
浸

透
マ

ス
と

湧
水

量
の

関
係

•
湧

水
枯

渇
日

数
が

減
少

•
冬

季
の

湧
水

量
が

増
加

※※
A

P
I

A
P

I ：
先

行
降

雨
指

数
：
先

行
降

雨
指

数

※※
加

賀
清

水
湧

水
が

モ
デ

ル
地

域
加

賀
清

水
湧

水
が

モ
デ

ル
地

域

冬
（
12

～
翌

2月
）

025507510
0

0
25

50
75

10
0

降
雨

量
（
A

P
I3

0)

湧水量（L/min）

20
09

20
05

雨
水
浸
透
マ
ス
の
設
置
基
数

9

77
97
12
119
726
733
73
40

0

10
0

20
0

30
0

40
0

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

2009

年
度

設置基数（基）

湧
水
の
枯
渇
日
数

84

40

4

45

17
1
1
0
0

02040608010
0

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

2009

年
度

年内枯渇日数（日）

観
測

な
し

観
測

な
し

枯
渇

日
数

枯
渇

日
数

の
減

少
！

の
減

少
！

湧
水

量
湧

水
量

の
増

加
！

の
増

加
！

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

浸
透

W
G

（
5）

：
調

整
池

改
良

の
効

果

次
郎

丸
第
一

次
郎

丸
第
二

城
大

栗
加
賀

清
水

P堆積速度
[kg/year]

0

0.
30

0.
25

0.
20

0.
15

0.
10

0.
050

N堆積速度
[kg/year]

1.
00

0.
80

0.
60

0.
40

0.
200

0.
30

0.
20

0.
10

土砂堆積速度
[t/year]

改 良 前

改
良

後

そ
の

他

流
入

口
②

流
入

口
①

0.
25

0.
15

0.
05

城
大

栗
調

整
池

流
入

流
入

流
出 5m

流
入
口
①

流
入
口
②

調
整

池
改

良
の

様
子

調
整

池
改

良
の

様
子

ニ 年 目

一 年 目

3
.6

3
.6

4
.4

4
.4

6
.3

6
.3

2
.0

2
.0

1
1

.4
1

1
.4

5
.4

5
.4

8
.1

8
.1

3
.2

3
.2

9
.5

9
.5

5
.3

5
.3

1
8

.9
1

8
.9

2
.3

2
.3

21



印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

生
活

排
水

W
G

生
活

排
水

W
G

関
連

す
る

重
点

対
策

群
②

家
庭

か
ら

出
る

水
の

汚
れ

を
減

ら
し

ま
す

関
連

す
る

重
点

対
策

群
②

家
庭

か
ら

出
る

水
の

汚
れ

を
減

ら
し

ま
す

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

W
G

の
概

要

•
目

的
–

印
旛

沼
流

域
で

よ
り

効
率

的
で

、
か

つ
確

実
に

生
活

排
水

対
策

（
汚

濁
負

荷
削

減
）
を

進
め

る
た

め
の

検
討

と
実

践

•
メ

ン
バ

ー
–

千
代

座
長

：
（
社

）
千

葉
県

浄
化

槽
検

査
セ

ン
タ

ー
事

務
局

長

–
藤

村
氏

・
横

山
氏

：
県

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

水
質

環
境

研
究

室

–
県

農
林

水
産

部
農

村
環

境
整

備
課

–
県

土
整

備
部

下
水

道
課

–
県

環
境

生
活

部
水

質
保

全
課

水
質

指
導

室
浄

化
槽

班

–
事

務
局

（
水

質
保

全
課

、
河

川
環

境
課

）

–
今

後
参

加
を

検
討

：
関

係
市

町
、

関
係

市
民

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

生
活

排
水

対
策

の
現

状
と

課
題

•
現

状
・
課

題
–

下
水

道
の

普
及

に
伴

い
、

流
域

で
の

生
活

系
汚

濁
負

荷
は

大
き

く
削

減

–
一

方
、

単
独

処
理

浄
化

槽
・
汲

み
取

り
便

所
を

使
用

す
る

家
庭

か
ら

の
未

処
理

の
雑

排
水

の
存

在
⇒

身
近

な
水

環
境

へ
の

影
響

＆
印

旛
沼

へ
の

流
入

負
荷

源
（
特

に
、

リ
ン

）

全
リ

ン
（
kg

/
日

)

市
街

地
・

農
地

等
,

10
1

市
街

地
・

農
地

等
,

11
5

産
業

,
1
3
8

生
活

,
2
2
2

産
業

,
8
4

生
活

,
1
1
2

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

S
6
0

H
2
1

46
1

31
1

全
リ

ン
　

生
活

系
内

訳
（
kg

/
日

）

自
家

処
理

,
0
.0

0
1

し
尿

処
理

,
1
0
.2

単
独

処
理

,
4
0
.1

高
度

合
併

,
4
.3

通
常

型
合

併
, 
5
4
.1

農
集

排
, 
3
.0

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

H
2
1

未
処

理
雑

排
水

5
0

.3
kg

/日
（
1

6
％

）

減
少

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

生
活

排
水

対
策

の
検

討
の

視
点

•
下

水
道

未
接

続
の

解
消

•
単

独
処

理
浄

化
槽

の
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

•
高

度
処

理
型

合
併

処
理

浄
化

槽
の

設
置

・
転

換
促

進
（
リ

ン
処

理
技

術
の

開
発

）

•
取

り
組

み
を

実
現

す
る

た
め

に
必

要
な

制
度

の
整

備
–

１
規

制
：
下

水
道

未
接

続
に

対
す

る
規

制
・
指

導
の

強
化

高
度

処
理

型
合

併
処

理
浄

化
槽

の
設

置
・
転

換
義

務
化

–
２

助
成

：
国

・
都

道
府

県
・
市

町
村

に
よ

る
各

種
の

助
成

制
度

–
３

イ
ン

フ
ラ

整
備

＆
し

く
み

：
浄

化
槽

の
市

町
村

整
備

推
進

事
業

下
水

道
・
集

落
排

水
施

設
・
浄

化
槽

（
公

設
）
の

統
合

管
理
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印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

平
成

22
年

度
生

活
排

水
W

G
で

の
検

討
成

果

•
先

進
自

治
体

の
事

例
収

集
・
調

査
–

下
水

道
未

接
続

対
策

（
千

葉
市

）

–
高

度
処

理
型

合
併

処
理

浄
化

槽
の

設
置

義
務

化
（
茨

城
県

、
福

島
県

）

–
浄

化
槽

市
町

村
整

備
推

進
事

業
（
H

2
1
.1

2
現

在
2
0
9
市

町
村

）

–
下

水
道

・
集

落
排

水
・
浄

化
槽

の
統

合
管

理
（
仙

台
市

、
三

春
町

）

•
流

域
内

自
治

体
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
る

実
態

把
握

調
査

–
対

象
：
千

葉
市

、
佐

倉
市

、
八

街
市

、
富

里
市

–
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
視

点
：
下

水
道

接
続

、
浄

化
槽

普
及

・
転

換
等

•
生

活
排

水
の

リ
ン

処
理

に
関

す
る

技
術

開
発

–
既

存
浄

化
槽

に
適

用
可

能
な

技
術

の
開

発

–
環

境
研

究
セ

ン
タ

ー
・
福

島
大

学
・
民

間
企

業
の

共
同

研
究

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

よ
る

浄
化

槽
の

リ
ン

除
去

機
能

向
上

•
調

査
研

究
の

概
要

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
概

要

•
調

査
の

内
容

１
）
実

験
を

行
っ

た
浄

化
槽

の
種

類
と

基
数

・
単

独
処

理
浄

化
槽

：
3
基

・
通

常
型

合
併

処
理

浄
化

槽
：

2
基

・
高

度
処

理
型

（
窒

素
除

去
）
合

併
処

理
浄

化
槽

：
5
基

計
1
0
基

２
）
固

形
凝

集
剤

の
投

入
位

置

・
浄

化
槽

ば
っ

気
槽

内
（
ネ

ッ
ト

で
包

み
、

格
子

状
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ケ

ー
ス

に
設

置
）

・
水

洗
ト

イ
レ

：
ネ

ッ
ト

で
包

み
フ

ラ
ッ

シ
ュ

水
タ

ン
ク

内
等

に
設

置

（
単

独
処

理
浄

化
槽

は
原

水
槽

に
直

接
投

入
）

○
主

原
料

：
ア

ル
ミ

系
化

合
物

98
%

○
大

き
さ

：
直

径
約

6ｃ
ｍ

、
高

さ
4

.5
cm

○
重

量
：
20

0g
（
日

化
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
（
株

）
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
よ

り
）

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

よ
る

浄
化

槽
の

リ
ン

除
去

機
能

向
上

•
調

査
結

果
と

効
果

・
処

理
水

の
り

ん
濃

度
は

約

１
/
２

程
度

に
低

下

・
凝

集
剤

1
個

当
た

り
が

除
去

で
き

る
り

ん
の

量
を

推
定

•
今

後
の

展
開

・
既

存
の

浄
化

槽
に

添
加

し

や
す

い
方

法
の

検
討

・
費

用
に

つ
い

て
の

検
討

・
浄

化
槽

の
構

造
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
設

置
用

り
ん

除
去

型
と

す
る

研
究

開
発

凝
集

剤
添

加
前

後
の

処
理

水
T‐
P濃

度
変

化

0510152025

単
独

平
均

合
併

平
均

高
度

平
均

T‐P(mg/L)

設
置

前
設

置
後

(１
個

）

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

今
年

度
の

検
討

・
取

り
組

み
の

方
向

•
印

旛
沼

流
域

で
適

用
可

能
な

、
生

活
排

水
対

策
推

進
の

た
め

の
方

策
検

討
–

事
例

を
踏

ま
え

て
、

制
度

化
の

可
能

性
を

検
討

し
て

い
く

–
例

：
下

水
道

接
続

、
高

度
処

理
型

合
併

処
理

浄
化

槽
普

及
、

浄
化

槽
維

持
管

理
等

•
市

町
と

連
携

し
た

取
り

組
み

–
情

報
の

共
有

、
担

当
者

間
で

の
連

携

–
勉

強
会

、
情

報
・
他

事
例

の
発

信
（
市

町
村

設
置

型
整

備
事

業
、

P
F
I事

業
）

–
W

G
へ

の
参

加
打

診

•
簡

易
な

改
良

に
よ

る
浄

化
槽

の
リ

ン
除

去
機

能
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

調
査

・
研

究
–

調
査

結
果

・
効

果
の

ま
と

め

–
導

入
・
普

及
に

向
け

た
検

討
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印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

農
業

W
G

農
業

W
G

関
連

す
る

重
点

対
策

群
③

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
を

推
進

し
ま

す
関

連
す

る
重

点
対

策
群

③
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

を
推

進
し

ま
す

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
を

推
進

す
る

際
の

阻
害

要
因

生
産

費

慣
行

農
業

と
比

べ
設

備
投

資
が

か
か

る
手

間
栽

培
技

術
が

未
確

立
高

く
販

売
で

き
る

と
は

限
ら

な
い

慣
行

栽
培

と
の

差
別

化
が

困
難

流
通

・
販

売
業

者
に

お
け

る
知

名
度

が
低

い
価

格
の

決
定

に
お

い
て

環
境

配
慮

は
評

価
が

低
い

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
農

業
全

般
環

境
に

や
さ

し
い

農
産

物
を

扱
う

店
舗

が
少

な
い

慣
行

栽
培

と
の

違
い

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

正
し

い
理

解
が

不
十

分

水
質

負
荷

削
減

効
果

の
検

証
が

困
難

取
組

メ
リ

ッ
ト

の
創

出
が

困
難

取
組

に
継

続
性

・
持

続
性

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

流
域

内
の

農
業

が
多

様
化

し
て

い
る

生 産 販 売 流 通 消 費 行 政

農
業

生
産

そ
の

も
の

が
厳

し
い

差
別

化
に

よ
り

収
益

を
得

る
た

め
に

は
情

報
発

信
力

、
ﾏ

ｰ
ｹ

ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ能

力
が

不
可

欠

食
の

「
外

部
化

」
、

簡
素

化
「
対

面
販

売
」
の

減
少

「
田

舎
暮

ら
し

」
、

農
作

業
経

験
等

の
希

薄
化

罰
則
、
強
制
力

を
伴

う
施

策
の

立
案

は
困

難

食
品

は
単

価
が

安
く
、

毎
日

必
要

地
域
の
実
情

に
あ

っ
た

推
進

方
策

が
必

要

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

農
業

W
G

の
取

組
方

策
1

H
22

７
事

例
を

調
査

優
良

事
例

農
家

の
共

通
項

・
将

来
展

望
を

持
つ

・
情

報
を

積
極

的
に

発
信

す
る

・
農

家
同

士
が

連
携

し
て

い
る

な
ぜ

、
ど

ん
な

思
い

で
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

に
取

り
組

ん
で

い
る

の
か

？

優
良

事
例

農
家

の
実

態
を

他
の

農
家

、
消

費
者

等
に

向
け

、
発

信
す

る

手
段

：
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

発
表

⇒
印

旛
沼

流
域

環
境

・
体

験
フ

ェ
ア

健
全

化
会

議
関

連
団

体
と

の
連

携
表

彰
制

度
の

創
設

⇒
印

旛
沼

大
賞

W
E
B

サ
イ

ト
（
い
ん
ば
ぬ
ま
情
報
広
場

）
で

の
紹

介

期
待

さ
れ

る
効

果
・
紹

介
、

表
彰

さ
れ

た
農

家
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
・
農

家
に

、
自

分
の

農
業

経
営

と
印

旛
沼

と
の

関
係

を
再

認
識

す
る

機
会

を
提

供
・
他

の
農

家
に

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
に

取
り

組
む

契
機

、
ヒ

ン
ト

を
提

供
・
消

費
者

に
、

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
、

農
業

に
つ

い
て

理
解

す
る

機
会

を
提

供
・
流

通
・
販

売
業

者
の

認
識

の
変

化
印

旛
沼

流
域

水
循

環
健

全
化

会
議

第
19

回
委

員
会

農
業

W
G

の
取

組
方

策
2

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
普

及
の

阻
害

要
因

⇒
既

存
の

共
同

集
出

荷
で

は
、

環
境

へ
の

こ
だ

わ
り

が
評

価
さ

れ
に

く
い

独
自

の
販

路
開

拓
は

、
農

家
だ

け
で

は
困

難

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
の

普
及

に
関

連
す

る
企

業
・
団

体
等

と
の

提
携

期
待

さ
れ

る
効

果
・
情

報
発

信
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
等

、
農

家
、

行
政

が
苦

手
と

す
る

分
野

を
補

い
、

「
消

費
者

と
の

懸
け

橋
」
と

し
て

の
役

割
を

担
う
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印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

農
業

W
G

の
取

組
方

策
3

局
所

施
肥

：
作

物
が

必
要

と
す

る
量

を
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
で

施
肥

し
、

余
剰

施
肥

量
の

削
減

を
図

る

局
所

施
肥

の
よ

う
な

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
を

支
え

る
技

術
を

紹
介

吸
収

さ
れ

な
か

っ
た

肥
料

分
は

地
下

に
浸

透
し

最
後

に
印

旛
沼

へ

慣
行

栽
培

（
全

面
施

肥
の

イ
メ

ー
ジ

）

農
家

に
は

、
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

を
始

め
る

契
機

と
な

る
市

民
に

は
、

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
へ

の
理

解
が

深
ま

る

耕
地

全
面

に
施

肥
し

て
も

、
作

物
が

吸
収

す
る

の
は

一
部

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

学
び

W
G

学
び

W
G

関
連

す
る

重
点

対
策

群
⑧

環
境

学
習

、
流

域
市

民
の

自
主

的
な

行
動

を
活

発
に

し
ま

す

関
連

す
る

重
点

対
策

群
⑧

環
境

学
習

、
流

域
市

民
の

自
主

的
な

行
動

を
活

発
に

し
ま

す

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

W
G

の
概

要

•
目

的
–

子
ど

も
た

ち
が

印
旛

沼
と

そ
の

流
域

の
水

環
境

に
ふ

れ
あ

い
、

印
旛

沼
を

取
り

巻
く

無
機

的
・
有

機
的

環
境

の
豊

か
さ

に
気

付
き

、
印

旛
沼

と
そ

の
流

域
に

つ
い

て
考

え
る

契
機

と
す

る
。

–
子

ど
も

自
身

が
、

自
分

た
ち

の
生

き
る

生
活

環
境

の
学

習
を

通
し

て
、

そ
の

取
り

組
み

と
成

果
を

地
域

・
流

域
全

体
へ

広
げ

る
契

機
と

す
る

。

•
メ

ン
バ

ー
–

座
長

堀
田

和
弘

：
学

校
法

人
増

田
学

園
常

務
理

事
–

綿
貫

沢
：
元

印
西

市
立

い
に

は
野

小
学

校
校

長
–

内
田

儀
久

：
佐

倉
市

教
育

委
員

会
中

央
公

民
館

社
会

教
育

指
導

員
–

岩
井

睦
：
成

田
市

立
成

田
中

学
校

校
長

–
古

嶋
美

文
：
佐

倉
市

立
佐

倉
東

小
学

校
校

長
–

山
本

と
し

こ
：
作

画
家

–
桑

波
田

和
子

：
N

P
O

法
人

八
千

代
オ

イ
コ

ス
理

事
–

小
倉

久
子

：
環

境
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
ち

ば
–

藤
村

葉
子

：
千

葉
県

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

水
質

環
境

研
究

室
長

–
小

川
カ

ホ
ル

：
千

葉
県

環
境

研
究

セ
ン

タ
ー

企
画

情
報

室
–

富
田

昌
宏

：
千

葉
県

教
育

委
員

会
教

育
振

興
部

指
導

課
指

導
主

事
–

佐
々

木
猛

：
千

葉
県

教
育

庁
北

総
教

育
事

務
所

指
導

室
指

導
主

事
–

事
務

局
（
千

葉
県

水
質

保
全

課
、

河
川

環
境

課
）

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

今
年

度
の

検
討

方
針

•
核

と
な

る
教

員
の

育
成

と
流

域
展

開
–

「
モ

デ
ル

校
」
の

取
り

組
み

を
中

心
に

、
学

校
・
教

員
・
地

域
住

民
が

自
主

・
自

立
的

に
印

旛
沼

の
水

環
境

教
育

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
け

る
仕

組
み

づ
く
り

–
今

年
度

モ
デ

ル
校

、
キ

ー
マ

ン
と

な
る

先
生

方
を

中
心

に
、

理
科

部
会

や
教

員
研

修
会

さ
ら

に
は

退
職

教
員

の
組

織
力

を
活

用
し

て
、

核
と

な
る

教
員

・
人

材
の

育
成

。

•
受

け
皿

と
な

る
環

境
市

民
団

体
の

人
材

育
成

と
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

の
発

掘
と

活
用

に
よ

る
流

域
展

開
–

学
校

側
が

印
旛

沼
の

水
環

境
教

育
の

実
施

を
希

望
す

る
際

、
講

師
と

な
り

う
る

環
境

市
民

団
体

の
人

材
育

成

–
学

校
・
教

員
を

支
援

し
、

ま
た

学
校

と
環

境
市

民
団

体
を

つ
な

ぐ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

の
発

掘
と

活
用

。
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印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

今
年

度
の

検
討

内
容

-
1

•
モ

デ
ル

校
で

の
印

旛
沼

環
境

学
習

の
展

開
–

佐
倉

市
立

染
井

野
小

学
校

、
佐

倉
市

立
佐

倉
東

小
学

校
、

印
西

市
立

い
に

は
野

小
学

校
の

３
校

を
モ

デ
ル

校
と

し
て

実
施

。

–
前

モ
デ

ル
校

と
現

モ
デ

ル
校

と
の

交
流

や
、

モ
デ

ル
校

終
了

後
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

成
果

発
表

会
の

開
催

な
ど

を
検

討
。

•
教

員
研

修
会

の
実

施
–

2
0
1
1
年

7
月

27
日

9
:0

0
～

1
6
:0

0
に

開
催

–
1
6
名

の
教

員
が

参
加

–
午

前
：
フ

ィ
ー

ル
ド

体
験

（
屋

形
船

に
よ

る
観

察
、

物
木

湧
水

の
水

質
調

査
、

谷
津

視
察

）

午
後

：
印

旛
沼

環
境

学
習

の
実

践
に

向
け

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

屋
形

船
か

ら
の

印
旛

沼
湖

上
視

察
屋

形
船

か
ら

の
印

旛
沼

湖
上

視
察

物
木

湧
水

調
査

・
谷

津
視

察
物

木
湧

水
調

査
・
谷

津
視

察

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

印
旛

沼
流

域
水

循
環

健
全

化
会

議
第

19
回

委
員

会

今
年

度
の

検
討

内
容

-
2

•
学

校
・
市

民
団

体
・
N

P
O

と
の

連
携

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

の
検

討
–

学
校

お
よ

び
環

境
活

動
の

市
民

団
体

が
求

め
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
の

役
割

と
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
を

育
成

す
る

た
め

の
仕

組
み

づ
く
り

を
検

討
。

•
核

と
な

る
教

員
・
人

材
の

育
成

と
流

域
展

開
–

モ
デ

ル
校

や
理

科
部

会
さ

ら
に

は
退

職
教

員
な

ど
を

中
心

に
、

キ
ー

マ
ン

と
な

る
先

生
や

、
核

と
な

る
教

員
・
人

材
育

成
や

発
掘

に
つ

い
て

検
討

し
、

沼
か

ら
流

域
展

開
へ

の
方

法
を

構
築

。

•
教

材
ツ

ー
ル

に
関

す
る

情
報

発
信

–
「
出

前
講

座
メ

ニ
ュ

ー
表

」
や

「
印

旛
沼

環
境

学
習

の
手

引
き

」
な

ど
の

内
容

と
成

果
を

H
P

『
い

ん
ば

ぬ
ま

情
報

広
場

』
に

掲
載

。
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印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア

目
的

・
健

全
化

計
画

の
取

り
組

み
を
周

知

・
実

践
的

活
動

の
活

性
化

印
旛

沼
へ
の
興

味
・
関
心

を
引
き
付

け
る
必
要

印
旛

沼
「
流

域
」
環

境
・
体

験
フ
ェ
ア

「
流

域
」

本
年

度
の
特

徴
開
催
日

平
成
２
３
年
１
０
月

２
２
日
（
土
）

★
佐
倉
市

一
斉
清

掃
同

時
開
催

Ｅ
ボ
ー
ト
・
屋

形
船

体
験

乗
船

昨
年

に
引

き
続

き
実
施

27



Ｅ
ボ
ー
ト
千

葉
大

会
in
い
ん
ば
沼

佐
倉

市
一

斉
清

掃

約
７
０
０
名

参
加
（
昨

年
度

実
績
）

９
時
４
５
分
～
１
１
時
過
ぎ

流
域

１
３
市

町
ブ
ー
ス
・
名

産
品

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

印
旛

沼
流

域
環

境
・
体

験
フ
ェ
ア

平
成
２
３
年
１
０
月
２
２
日
（
土
）
開
催

佐
倉
ふ
る
さ
と
広

場
向
か
い
、
1
1
:0
0
～

～
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
印
旛
沼
～

（
案

）
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印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

印
旛

沼
大

賞
印

旛
沼

大
賞

1
.
設
立
の
必
要
性

2
.
期
待
す
る
効
果

3
.
概
要

4
.
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

設
立

の
必

要
性

•
関

係
者

が
積

極
的

に
行
動
す
る
意

欲
を
高
め
た
い
！

⇒
行

動
す
る
こ
と
へ

の
メ
リ
ッ
ト
を
明
示
す
る

•
行

動
し
て
い
る
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
保
ち
た
い
！

⇒
頑
張
っ
て
い
る
人
を
称
え
る

•
印

旛
沼
・
流

域
で
の
活
動

を
広

め
た
い
！

⇒
活
動
を
効
果
的
に

P
R
で
き
る
し
く
み

を
つ
く
る

•
健
全
化
会
議
と
し
て
の
意
思
を
示
す

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

期
待

す
る
効

果 当該個人・団体の今後の取り組み意欲の向上

•
新

た
な
人

材
・
団

体
の

掘
り
起
し
に
も
つ
な
が
る

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

概
要

①
表

彰
の

対
象

•
印

旛
沼
・
流

域
の

再
生
に
関

し
、
功

績
が
顕

著
な
も
の

（
8つ

の
重

点
対
策

関
連

＋
α
）

•
一

雨
水

を
地

下
に
浸

透
さ
せ

る

•
二

家
庭
か
ら
出

る
水
の

汚
れ
を
減
ら
す

•
三

環
境

に
や

さ
し
い
農

業
を
推

進
す
る

•
四

湧
水

と
谷

津
・
里

山
を
保

全
・
再

生
し
、
ふ

る
さ
と
の

生
き
物

を
は

ぐ
く
む

•
五

水
害
か
ら
町
や
交
通

機
関
を
守
る

•
六

親
し
み

の
あ
る
水

辺
空

間
を
創

造
す
る

•
七

か
つ
て
あ
っ
た
水
草
を
再
生
す
る

•
八

環
境
学
習
、
流
域
市

民
の
自
主
的
な
行
動
を
活
発
に
す
る

•
九

そ
の
他

、
印
旛
沼
・
流

域
の
再
生
に
資
す
る
も
の
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印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

概
要

②
選

考
評

価
基

準

上
記

以
外

で
、
表

彰
に
値

す
る
点

が
認
め
ら
れ

る
行
動

推
進
部
会

、
W
G
等
で
特
に
評
価

さ
れ

て
い
る

そ
の

他

そ
の

他
、
取

組
み

の
波

及
効

果
や

発
展

性
が

期
待

で
き
る
点

が
あ
る

積
極

的
に
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る

具
体

的
な
目
標

を
掲
げ
て
い
る

他
の

団
体
等
へ
の

影
響
や
波
及
が

期
待
で
き
る

発
展

性

そ
の

他
、
独

創
的

な
点

が
認

め
ら
れ

る
取
組
に
創
意
工
夫
や

新
技
術
を
導

入
し
て
い
る

斬
新

な
手
法

で
取

り
組

ん
で
い
る

独
創

性

そ
の
他

、
他

の
組
織
や
地
域

と
の
協

働
に
関

し
評
価

で
き
る
点
が
あ
る

地
域

の
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る

地
域

住
民
と
積
極
的
に
交
流

し
て
い
る

行
政

や
他
の
団
体

と
連
携

し
て
い
る

協
働

性

そ
の
他

、
取

組
み
に
持
続
性
が

確
保
さ
れ

て
い
る

長
期

間
に
わ

た
り
取

組
を
行

っ
て
い
る

規
約

、
活

動
実
績
等
が
成

文
化
さ
れ
公
表

さ
れ
て
い
る

幅
広

い
世
代
が

参
画
し
て
い
る

持
続

性

そ
の
他

、
評

価
に
値
す
る
実

績
が
あ
る

広
域

的
に
取
り
組

ん
で
い
る

取
組
に
多
大
な
実

績
（
設
置
基
数

、
作
付
面
積

等
）
が
あ
る

健
全

化
計
画
の
推

進
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績

が
顕

著
で
あ
る

取
組

実
績

具
体

的
内
容

評
価

項
目

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

概
要
③

表
彰

ま
で
の
流
れ

事
務

局
（
河

川
環

境
課
）
が

募
集

↓

事
務

局
（
河

川
環

境
課
）
へ

申
し
込

み

↓

選
考

委
員
会

※
で
選
考

⇔
Ｗ
Ｇ

↓

委
員

会
に
て
受
賞

者
を
決

定

↓

印
旛
沼
流
域

環
境
・体

験
フ
ェ
ア
に
て
表

彰

※
健

全
化

会
議

委
員

長
及

び
委

員
（学

識
）
、
行

動
推

進
部

会
員

、
行

政
（事

務
局

）

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

概
要

④
表

彰
の

方
法

•
表
彰
状
を
授
与

•
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
権
利

–
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
検
討
中

（
公
募
等
）

•
現

時
点
で
は
、
賞

金
等
の

授
与

は
想

定
し
て
い
な
い

【【
例
：
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

例
：
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
】】

【【
イ
メ
ー
ジ

イ
メ
ー
ジ
】】

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

概
要

⑤
そ
の

他

•
対

象
–
団
体
、
個
人

–
自
薦
、
他
薦
は
問
わ
な
い

–
健
全
化
会
議
委
員
個
人
は
対
象
外
と
す
る
（
団
体
は
可
）

•
回

数
–
年

1
回

•
受

賞
数

–
最
大

3
件
／
年
程
度

•
募

集
方

法
–
「
千

葉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
及

び
「
い
ん
ば

ぬ
ま
情

報
広

場
」

•
再

表
彰

–
新
た
に
表
彰
す
べ
き
事
由

が
生
じ
た
と
き
の
み
実
施

30



印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

•
第

19
回

委
員

会
【
本
日
】
：
制
度

案
承
認

↓

（
委

員
長
、
事

務
局
で
具

体
的
な
運

用
内
容

の
検

討
）

↓

•
20

12
年

2月
～

5月
頃
：
募

集

•
選
考
委
員
会
【
来
年
度
】
：
選
考

•
第

20
回

委
員

会
【
来
年
度
】
：受

賞
者
決

定

•
環

境
・
体

験
フ
ェ
ア
【
来
年

度
】
：
表

彰
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
印

旛
野

菜
い
か

だ
の

会
２
０
０
０
年

５
月

発
足

軽
量

組
立

て
式

ア
ル

ミ
製

「
植

栽
い
か

だ
」
に
植

物
（
空

芯
菜

・
ハ

ー
ブ
等

）
の

水
耕
栽

培
と
二

枚
貝

（
池

蝶
貝
ー
淡

水
真

珠
）
で
水

質
浄
化

！

舟
戸

大
橋

脇
広

場
地

図

絶
滅

危
惧

種
の

水
草

再
生

事
業

中
間

報
告

平
成

２
３
年
９
月

９
日

（
金

）

千
葉

県
・
印

旛
沼

漁
業

協
同

組
合

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企

業
協

働
に
よ
る

水
草

再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
動

！
・
・
・

・
印

旛
沼

漁
業

協
同

組
合

の
池

か
ら
絶

滅
危

惧
種

の
沈

水
性

植
物

・
浮

葉
性

植
物

の
埋

土
種
子

を
採

取
し
、
当

会
の

開
発

し
た
浮
島

方
式

の
人

工
浅

瀬
型

「
植

栽
い
か

だ
」
の

特
殊

水
槽

に
埋

土
種

子
を
セ
ッ
ト
し
て
、
発

芽
実
験

の
取

り
組

み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

・
印

旛
沼

の
絶

滅
危

惧
種

水
草

再
生

と
水

生
生

物
の

育
む
水

環
境

を
復

元
し
、
自

然
浄

化
機

能
を
高

め
ま
す
。

２
３
年

度
絶

滅
危

惧
種

水
草
再
生

平
成

２
３
年
５
月

９
日

（
月

）

印
旛

沼
漁

業
協

同
組

合
の

池
で
埋

土
種
子

を
採

取
し
、
当

会
の

開
発

し
た
人
工

浅
瀬

型
「
植

栽
い
か

だ
」
の

特
殊

水
槽

に
埋
土

種
子

を
セ
ッ
ト
し
て
、
発

芽
実

験
に
取

り
組

み
ま
す
。

印
旛

沼
漁

業
協

同
組

合
の

池
で
埋

土
種

子
の

採
取

風
景
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帯
状

分
布

の
概

念
図

（
水

生
生

物
）

５
月

１
６
日

（
月

）
印
旛

沼
漁
業
協
同

組
合
よ
り
、
袋
に
詰
め
て
持
ち
込

ん
だ

埋
土

種
子

を
人

工
浅

瀬
型

水
槽

に
投

入
！

・
・
・

水
深

は
１
０
ｃ
ｍ
～

４
０
ｃ
ｍ
に
ジ
ャ
ッ
キ
で
調

整
す
る
。

５
月
１
６
日

（
月

）
印

旛
沼

漁
業

協
同

組
合

よ
り
、
袋

に
詰

め
て
持

ち
込

ん
だ
埋

土
種

子
を
浅

瀬
型

水
槽

に
投

入
！

・
・
・

６
月

２
９
日

（
水

）

浅
瀬

型
水

槽
に
５
月

１
６
日

投
入

し
た
埋

土
種

子
の

発
芽

を
確

認
！

・
・
・
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７
月

８
日

（
金

）

河
川

環
境

課
山

口
氏

、
印

旛
土

木
事

務
所

課
長

勝
股

氏
、
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
湯

浅
氏

、

吉
武

氏
他

４
名

の
関

係
者

が
視

察
！

移
植

水
草

・
埋

土
種

子
が

発
芽

し
て
繁

殖
を
確

認
！

水
草

移
植

水
槽

Ｎ
Ｏ
１

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
・
サ

サ
バ
モ
・
エ
ビ
モ
・
ガ
シ
ャ
モ
ク

水
草

発
芽

水
槽

Ｎ
Ｏ
２

ト
リ
ゲ
モ
・
コ
ウ
ガ
イ
モ
・
エ
ビ
モ
・
イ
ト
モ

Ｎ
Ｏ
１

Ｎ
Ｏ
２

水
草

発
芽

水
槽

Ｎ
Ｏ
３

ト
リ
ゲ
モ
・
コ
ウ
ガ
イ
モ
・
エ
ビ
モ

・
ア
サ
ザ

水
草

発
芽

水
槽

Ｎ
Ｏ
４

ト
リ
ゲ
モ
・
コ
ウ
ガ
イ
モ
・
エ
ビ
モ
・
ア
サ

ザ

Ｎ
Ｏ
３

Ｎ
Ｏ
４

７
月

６
日

（
水

）
下

記
の

浅
瀬

型
水

槽
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
ん
ば

よ
り
、

提
供

の
ト
チ
カ
ガ
ミ
・
イ
ン
バ

モ
・
ホ
ザ

キ
ノ
フ
サ

モ
の

水
草

を
移

植
！

・
・
・

７
月

１
６
日

（
土

）
観

察
で
は

、
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
に
白

い
花

が
咲

い
た
。

５
月

２
６
日

に
移

植
し
た
ガ
シ
ャ
モ
ク
の

繁
殖

を
確

認
！

・
注

：
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
は

外
来
種

に
つ
き
７
月

末
日

に
処
分

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

ガ
シ
ャ
モ
ク
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７
月

２
８
日

（
木

）
千

葉
県

中
央

博
物

館
の

林
紀
男

先
生

視
察

！
・
・
水

草
再

生
の
成

功
を
た
た
え
て
く
れ
た
。

今
後

は
、
更

に
「
水
草

再
生

い
か

だ
」
を
増

設
し
て
、
種

類
別
に
仕

分
け
て
、
繁

殖
を
促
す
。

更
に
、
８
月

に
は
、
中

央
博

物
館

に
保

管
し
て
あ
る
水

草
を
当
会

の
水

槽
へ

移
植
し
て
、

再
生

事
業

継
続

の
承

諾
を
得

た
。

下
記

の
「
水
草

再
生

い
か
だ
」
に
セ
ン
ニ
ン
モ
・
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
２
種
類

の
発

芽
が

確
認
さ
れ
た
。

７
月
６
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
ん
ば

所
有

の
水

草
移

植
：
ト
チ
カ
ガ
ミ
・
イ
ン
バ
モ
・
ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
も
順

調
に

繁
殖

し
て
い
る
。

移
植
し
た
水

草
の

繁
殖

状
況

の
違

い
が

観
察

で
き
る

７
月

２
８
日

８
月

２
０
日

８
月

６
日
（
土
）
・
８
月

２
４
日
（
水

）
７

月
～
８

月
、

猛
暑

の
影
響

か
藻
が

繁
殖

し
て

い
る
。

観
察

の
度

に
駆

除
し

な
け
れ

ば
藻
が

水
面

を
埋

め
つ
く

し
て
、

水
草

は
絶

滅
し

て
し
ま

う
。

水
草

水
槽
の

透
視
度

は
６

５
㎝

２
３
年

８
月

１
６
日

（
水

）

千
葉

県
中
央
博
物

館
所
有
の
絶

滅
危
惧
種
水

草
（
沈
水
性
植
物
）
を
８
種
類
を
浅
瀬
型

水
槽
へ
移
植

し
た
。

中
央

博
物
館
の
林

紀
男

先
生
の
協
力
を
得

て
、
当
会
の
開

発
し
た
浅

瀬
型
水
槽
「
水
草
再

生
い
か
だ
」

に
持

ち
込

み
再

生
事

業
第

２
弾

が
ス
タ
ー
ト
！

・
・
９
月

に
向

け
て
繁

殖
の

確
認

が
多

い
に
期

待
さ
れ

る
。

移
植

水
草
８
種
類
：
リ
ユ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
モ
・
オ
オ
サ
サ
エ
ビ
モ
・
ガ
シ
ャ
モ
ク
・
ツ
ツ
イ
ト
モ

セ
ン
ニ
ン
モ
・
ク
ロ
モ
・
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
・
ヒ
ロ
ハ

ノ
エ
ビ
モ

35



絶
滅

危
惧

種
水

草
再

生
中

間
報

告
終

り
ご
清

聴
有

難
う
御

座
い
ま
す
。

沈
水

性
植

物
２
０
種

類
と
浮

葉
性

植
物

２
種

類

1・
移

植
水

草
：
ト
チ
カ
ガ
ミ
（
浮

葉
性

）
（
19
82
(S
57
)絶

滅
）
・
エ
ビ
モ
（
19
88
(S
63
)絶

滅
）

（
１
４
種

類
）

サ
サ
バ

モ
(1
99

4(
H
6)
絶
滅
)・
ガ
シ
ャ
モ
ク
（
19
75
(S
50
)絶

滅
）

イ
ン
バ

モ
（
19

92
(H
4）

絶
滅
）
ホ
ザ

キ
ノ
フ
サ

モ
(1
98
6(
S6
1)
絶

滅
)

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
(外

来
種

現
存
)・
リ
ユ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
モ
（
19
86
(S
61
)絶

滅
）

オ
オ
サ

サ
エ
ビ
モ
（
19
88
(S
63
)絶

滅
）
・
ツ
ツ
イ
ト
モ
（
19
89

(H
1)
絶

滅
) 

セ
ン
ニ
ン
モ
(1
98
4(
S5
9)
絶

滅
)・
ク
ロ
モ
（
19

90
(H
2)
絶
滅

）
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
（
19
77
(S
52
)絶

滅
)・
ヒ
ロ
ハ

ノ
エ
ビ
モ
（
19
88
(S
63
)絶

滅
）

注
：
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
は

外
来

種
に
つ
き
７
月

末
処
分
！

２
・
発

芽
水

草
：
ア
サ
ザ
（
浮

葉
性
）
（
現
存

）
・
イ
ト
モ
（
19

89
(H
1)
絶
滅
) ・

エ
ビ
モ
（
19
88
(S
63
)絶

滅
）

（
８
種

類
）

セ
ン
ニ
ン
モ
(1
98
4(
S5
9)
絶

滅
)・
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
（
19
77
(S
52
)絶

滅
)

コ
ウ
ガ
イ
モ
・
（
19

92
(H
4)
絶

滅
）
・
ト
リ
ゲ
モ
（
19
90
(H
2)
絶

滅
）
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印
旛

沼
水

質
改

善
技

術
検

討
会

の
取

り
組
み

S
he

et
 1

検
討

会
の
位

置
づ
け

印
旛
沼
流

域
水
循

環
健
全

化
会

議
印
旛
沼
流

域
水
循

環
健
全

化
会

議

行行
動動

推推
進進

部部
会会

・
重
点
対

策
推
進

・
計
画
の

進
捗
把

握
・
取
り
組
み
効

果
予
測
、
検
証

市 民 活 動 ・ 企 業 連 携

委委
員員

会会
印

旛
沼
水

質
改
善

印
旛
沼
水

質
改
善

技
術
検
討

会
技

術
検
討

会

行
政
部
会

行
政
部
会

・
主
に
行
政
の

取
り
組

み
推
進

学 び
生 態 系

水 と 地 域

の ネ ッ ト ワ ー ク

農 業
生 活

浸 透
市 町 連 携

行
政

担
当

者
会

議

流
域

ワ
ー
キ
ン
グ連
携

連
携

協
働

連 携 ・ 協 働

連 携

水 草 再 生 ワ ー キ ン グ

水 質 改 善 工 法 検 討

ワ ー キ ン グ

連
携
・協

働

水
草

再
生

ワ
ー
キ
ン
グ

S
he

et
 3

S
he

et
 3

植
生

帯
整

備
の

現
状

（
20

10
年

度
末
）

【
緩
傾
斜

湖
岸
法
】

【
緩
傾
斜

湖
岸
法
】

【
緩
傾
斜

湖
岸
法
】

【
囲

い
込

み
水

位
低

下
法

】

【
シ
ー
ド
バ

ン
ク
撒

き
だ
し
法

】

【
水
た
ま
り
法
】
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S
he

et
 4

植
生

帯
整
備

工
法

•
工

法
A
：

緩
傾

斜
湖

岸
法

•
工

法
B
：

囲
い
込
み
水

位
低
下
法

•
工

法
C
：

高
水

敷
切

り
崩

し
法

（
未

実
施

）

•
工

法
D
：

シ
ー
ド
バ
ン
ク
撒

き
だ
し
法

•
工

法
E
：

水
た
ま
り
法

S
he

et
 4

緩
傾
斜
湖

岸
法

囲
い
込

み
水

位
低

下
法

S
he

et
 5

現
在

の
取

り
組

み
状
況

◆
課

題
1
：ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
食

害
防

御
に
対
し
て

北
須

賀
工

区
【
緩
傾

斜
湖
岸

法
】

・
食

害
防

止
シ
ェ
ル
タ
ー
・
沈

水
植

物
移

植
に
よ
る
沈

水
植

物
の
再

生
検

討

食
害

防
止

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設

置
し
、
そ
の
中

に
コ
ウ
ガ
イ
モ
を
移

植

約
1ヶ

月
後

、

コ
ウ
ガ
イ
モ
が
シ
ェ
ル
タ
ー
の
中
で
定

着
し
て
い
る
。

現
管
理
水
位

過
去
再
現
水
位

S
he

et
 6

現
在

の
取

り
組

み
状
況

◆
課

題
2
：安

定
し
た
沈
水

・浮
葉

植
物

群
落

が
維

持
さ
れ

る
条

件
の
把

握

に
対

し
て

八
代

1工
区
【
囲
い
込

み
水
位

低
下
法

】
・
昨

年
ま
で
、
工

区
内

水
位

を
過

去
再

現
水

位
で
管

理
し
、
天

水
使

用
→
沈

水
植

物
の
再
生

に
成

功
し
て
い
る
。

・
現
在

は
、
印

旛
沼

の
水
を
使

用
し
た
条

件
で
の
再

生
を
確

認
し
て
い
る

そ
の
結

果
、
昨

年
ま
で
み
ら
れ

た
程

度
の
沈

水
植

物
の
再

生
が
確

認
さ
れ

て
い
な
い
。

印
旛

沼
の
水
を
使

用
し
た
場
合
に
は
、
過
去

再
現

水
位

で
の
管

理
で
は
沈

水
植

物
の

再
生

は
厳

し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

S
he

et
 7

現
在

の
取

り
組

み
状
況

植
生

帯
整

備

西
印

旛
沼

に
て
【
土

浮
東

工
区

】
と
【
舟

戸
大

橋
工

区
】
の
整

備
を
行

っ
て
い
る
。

両
工

区
と
も
、
緩
傾

斜
湖
岸

法
で
整

備
し
て
い
る
。

【
土

浮
東

工
区

】
【
舟

戸
大

橋
工

区
】

7月
に
は
工
区
内
で
サ
サ
バ
モ
が
自

然
に
再
生

し
て
い
る
こ
と

を
確

認
し
た
。
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S
he

et
 8

こ
れ

ま
で
の

成
果

か
ら
の

水
草

再
生

の
課
題

◆
課

題
1
：
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
食

害
防

御

沈
水

植
物

に
対

し
て
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
食

害
の
顕

著
な
影

響
が
確

認
さ
れ
た
。

当
面

、
沈
水

・浮
葉

植
物

群
落

の
再

生
を
目

指
す
上

で
は
最

大
の
課

題
。

◆
課

題
2
：安

定
し
た
沈
水

・浮
葉

植
物

群
落

が
維

持
さ
れ

る
条

件
の
把

握
沈

水
・
浮

葉
植

物
群

落
を
安

定
し
て
維

持
す
る
た
め
に
必

要
な
条

件
の
把

握
が
重

要
。

◆
課

題
3
：
維

持
管

理
方

法

沈
水

植
物

の
箇

所
で
の
抽

水
植

物
へ
の
遷

移
抑

制
の
維

持
管

理
が
必

須
。

特
定

外
来

生
物

（
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
）が

侵
入

し
た
際
の
対
応

方
法

な
ど

の
確
立

が
必

要
。

◆
課

題
4
：印

旛
沼
固

有
種
の
系
統

維
持

、
散

布
体

バ
ン
ク
の
確
保

印
旛

沼
由

来
の
沈
水

・浮
葉

植
物
の
系
統

維
持

が
重

要
。

沈
水

植
物

の
移

植
に
用

い
る
「
種

」
や
「苗

」の
供

給
源

と
し
て
、

大
量

の
沈

水
植

物
の
散

布
体

バ
ン
ク
が
必

要
に
な
る
。

水
質

改
善

工
法

検
討

ワ
ー
キ
ン
グ

水
質

改
善
対

策
の
抽

出

S
he

et
 1

0

水
質

改
善
対

策
の
検

討

S
he

et
 1

1

•
抽

出
さ
れ
た
対

策
(環

境
に
配

慮
し
た
水

位
管
理

の
在
り
方
な
ど

)に
つ
い
て
、

•
今
後
、
水
質

改
善
効
果

な
ど
を
含
め
て

詳
細

の
検

討
を
進

め
て
い
く
。
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印
旛

沼
に

お
け

る
印

旛
沼

に
お

け
る

ヨ
シ

原
の

造
成

に
つ

い
て

ヨ
シ

原
の

造
成

に
つ

い
て

平
成

平
成

22 33
年年

99 月月
99 日日

北
千

葉
道

路
建

設
事

務
所

北
千

葉
道

路
建

設
事

務
所

北
千

葉
道

路
計
画

の
概
要

北
千

葉
道

路
計
画

の
概
要

北
千

葉
道

路
計
画

の
概
要

印
西

市

成
田

市

北
千
葉
道

路
約

L=
4

3
km

（
一
部

6車
線
化

L=
1

0
.0

km
）

北
千

葉
道

路
（
印
旛

～
成
田

）
に
つ
い
て

北
千

葉
道

路
（

北
千

葉
道

路
（
印
旛

印
旛

～
成
田

）
に
つ
い
て

～
成
田

）
に
つ
い
て

路
線

名
路

線
名

：：
一
般

国
道

４
６
４
号

一
般

国
道

４
６
４
号

北
千
葉

北
千
葉

道
路

延
長

延
長

：：
約約
1
3
.5

1
3
.5
ｋ
ｍ

ｋ
ｍ

車
線

数
車

線
数

：：
４
車

線
４
車

線

北
千
葉
道

路
ニ
ュ
ー
ス

Vo
l.2

よ
り
抜

粋

ヨ
シ
原

造
成
に
つ
い
て

北
千

葉
道

路
及

び
成

田
新

高
速

鉄
道

事
業

は
、
千

葉
県

立
自

然
公

園
の

特
別

地
域

に
指

定
さ
れ

て
い
る
北

印
旛

沼
を
橋

梁
で
通

過
す
る
計
画

と
し
て
お
り
、
同

事
業
の

環
境

影
響

評
価

に
お
い
て
、
周

辺
に
生

息
す
る
湿

地
性

希
少

鳥
類

の
生

息
地

の
一

部
が

、
生

息
環

境
と
し
て
適

さ
な
く
な
る
お
そ

れ
が

あ
る
と
予

測
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ

ら
鳥

類
へ

の
環

境
影

響
の

程
度

を
回

避
・
低

減
す
る

必
要

が
生

じ
た
た
め
、
印

旛
沼

周
辺

に
湿

地
性

鳥
類

の
新

し
い
生

息
環

境
を
造

成
し
、
影

響
が

生
じ
る
と
予

測
さ
れ

た
生

息
地

の
代

償
措

置
を
図

る
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。
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ヨ
シ
原
造

成
全
体

図
「
印

旛
沼
ヨ
シ
原

の
順

応
的

管
理

に
関
す
る
検

討
会
」

「
印
旛
沼
ヨ
シ
原
の
順
応
的
管
理
に

関
す
る
検
討
会
」
の
開
催
状
況

・
第

１
回

平
成
１

９
年
１

１
月
１

３
日

・
第

２
回

平
成
２

０
年

２
月

７
日

・
第

３
回

平
成
２

０
年

６
月
２

２
日

・
第

４
回

平
成
２

０
年

８
月
２

６
日

・
第

５
回

平
成
２

０
年
１

２
月

１
日

・
第

６
回

平
成
２

１
年

２
月
１

６
日

・
第

７
回

平
成
２

１
年

６
月
２

３
日

・
第

８
回

平
成
２

１
年
１

１
月
１

６
日

・
第

９
回

平
成
２

２
年

３
月

８
日

・
第
１
０

回
平
成
２

２
年

６
月
２

１
日

・
第
１
１

回
平
成
２

２
年
１

１
月
１

５
日

・
第
１
２

回
平
成
２

３
年

６
月
２

７
日

・
第
１
３

回
平
成
２

３
年

９
月

下
旬
（
予
定

）

北
須
賀
地
区
視
察

大
竹
工
区
（Ａ

地
区
）
視
察

大
竹
工
区
（Ｂ

地
区
）
視
察

第
１
２
回
検
討
会
開
催
状
況

北
須

賀
工
区

標
準
横
断
図

盛
土

Y
.P

2.
3m

～
2.

5m
の

計
画

高
さ
ま
で
盛

土

約
80

m

北
須

賀
工
区

全
体
平
面

図

A
地

区
C
地
区

B
地

区

D
地
区

約
60

0m

北
須
賀
工
区
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1
9

大
竹
工
区
　

か
つ
て
の
沼

底
ま
で

掘
り
下
げ
埋

土
種

子
の

発
芽

を
促
す

平
面

図 Ｌ
＝

約
７
５
０
ｍ

ヨ
シ
原

　
　

造
成

箇
所

大
竹
工
区

L=
74

2m
標
準
横
断

図

③
平
成

2
2年

6
月

撮
影

④
平
成

2
2年

10
月

撮
影

①
平
成

2
0年

11
月

撮
影

②
平
成

2
1年

7
月

撮
影

北
須

賀
工
区

上
空
写
真

（
A地

区
・
B地

区
）

B 
地

区

A 
地

区

A 
地

区

B 
地

区

A 
地

区

B 
地

区

A 
地

区

B 
地

区

③
平
成

2
2年

6
月

撮
影

④
平
成

2
2年

10
月

撮
影

①
平
成

2
0年

11
月

撮
影

②
平
成

2
1年

7
月

撮
影

北
須

賀
工
区

上
空
写
真

（
C地

区
・
D
地
区

）

C 
地

区

C 
地

区

C 
地

区

D
 地

区

D
 地

区

D
 地

区

C 
地

区

D
 地

区

③
平
成

2
2年

6
月

撮
影

④
平
成

2
3年

6
月

撮
影

①
平
成

2
0年

11
月

撮
影

②
平
成

2
1年

4
月

撮
影

大
竹

工
区
上

空
写
真
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垂
直

撮
影

（
大
竹

工
区

）
H

2
3

.6
.1

5撮
影

大
竹

工
区

（
平

成
2

3年
3月

１
１
日

の
地

震
に
よ
る
被

災
状

況
）

木
杭

の
軽

微
な
浮

上
、
傾

き
ほ
と
ん
ど
異
常
が
無
い

木
杭
の
傾
き
が
目
立
つ
状
態

浮
上
が
目
立
つ
状
態

木
杭
の
傾
き
が
大
き
い
状
態

木
杭
に
よ
る
水

路
の

形
態
が

残
っ
て
い

な
い
状
態

・
②
被
災
【
中
】

→
木
杭
の
傾
き
や
浮
上

が
目
立

つ
状

態
（
浮
上
約

20
cm

以
上

、
傾

き
約

20
°
以

上
）

・
①
被
災
【
小
】

→
異

常
無

し
、
も
し
く
は

木
杭

の
傾

き
や

浮
上

が
軽

微
な
程

度
（
浮
上

約
20

cm
未

満
、
傾

き
約

20
°

未
満
）

・
③
被
災
【
大
】

→
木

杭
が

抜
け
た
り
、
木

杭
が

傾
い
て
水

路
を
塞

い
だ
り
、

木
杭

の
傾

き
が

大
き
い
状

態
（
約

60
°

以
上
）

①
大

竹
工

区
（
南
池

側
）

 
 

 

 

 

  

 

 

 

②
大

竹
工

区
（
南
池

～
中
池

）
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③
大

竹
工

区
（
中
池

～
北
池

）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④
大

竹
工

区
（
北
池

側
）

今
年
度
の
課
題

北
須
賀
工
区

・
全
体
的
に
ヨ
シ
は
順

調
に
生
育

し
て
い
る
が
、
震

災
に
よ
り
一
部

の
箇
所

に
お
い
て

地
盤
の
隆

起
や
沈

下
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
ヨ
シ
原

の
育
成
対
策

に
つ
い
て

委
員

会
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

大
竹
工
区

・
被

災
に
よ
る
復

旧
と
合

わ
せ

た
順

応
的

管
理

が
必

要
と
な
る
。

（
地

盤
高

と
水

位
の

バ
ラ
ン
ス
調

整
）

・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ヤ
ナ
ギ
等
の
定

期
的
な
除

去
が
必

要
。

鳥
類

に
つ
い
て

●
北

須
賀

工
区

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、
ス
ズ
メ
、
ツ
バ

メ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
セ
ッ
カ
な
ど
の

利
用
が

多
く
確

認
さ

れ
て
い
る
ほ

か
、
チ
ュ
ウ
ヒ
や

ヨ
シ
ゴ
イ
、
ヒ
ク
イ
ナ
も
確

認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年

４
月

に
初

め
て
サ

ン
カ
ノ
ゴ
イ
が
１
羽

確
認

さ
れ

ま
し
た
。

●
大

竹
工

区
ヨ
シ
原

で
は

、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
や

セ
ッ
カ
な
ど
、
池

や
水

路
で
は

、
カ
イ
ツ
ブ
リ
や

オ
オ

バ
ン
、
カ
ル

ガ
モ
、
ゴ
イ
サ

ギ
な
ど
が

確
認

さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ュ
ウ
ヒ
や
ヨ
シ
ゴ
イ
、
コ
ジ
ュ
リ
ン
も
確

認
さ
れ

て
い
ま
す
。

ヨ
シ
ゴ
イ
（
北

須
賀

工
区

）

サ
ン
カ
ノ
ゴ
イ

出
典

Y
a
c
h
o
o
!
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
野

帳
図

鑑
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大
竹

工
区

北
池

に
出
現

し
た
貴
重

な
沈

水
植
物

○
7m

×
15

m
の
範
囲
で
か
つ
て
の
印
旛
沼
の
沼
底
ま
で

深
場
を
造
成
し
、
池
底
に
露
出
さ
せ
た
。

○
造
成
の
経
過
で
発
生
し
た
土
を
池
の
周
囲
に
播
き
出
し
た
と
こ
ろ

埋
土
種
子
か
ら
貴
重
な
沈
水
植
物
の
発
芽
が
確
認
さ
れ
た
。

3池

北
池

7m
×

15
m
の

深
場

北
池

上
空

写
真

7m
×

15
m
の

深
場

ヒ
ロ
ハ
ノ
エ
ビ
モ

千
葉

県
R

D
B

EW
（
野
生
絶

滅
生
物
）

サ
サ

バ
モ

千
葉

県
R

D
B

D
（
一
般
保
護
生

物
）

ト
リ
ゲ
モ

千
葉

県
R

D
B

C
（
要

保
護
生
物
）

オ
オ
サ

サ
エ
ビ
モ

千
葉

県
R

D
B

R
H
（
保
護
参
考
雑

種
）

参
考

千
葉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
－
植
物
・
菌
類
編
（
2

0
0

9年
改

訂
版

）

ミ
ズ
ヒ
キ
モ

千
葉

県
R

D
B

Ｂ
（
重
要

保
護
生
物
）

キ
ク
モ

ア
サ
ザ
（
浮
葉
水
草
）

千
葉

県
R

D
B

Ｂ
（
重
要

保
護
生
物
）

参
考

千
葉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
－
植
物
・
菌
類
編
（
2

0
0

9年
改

訂
版

）

オ
オ
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
（
シ
ダ
植
物
）

千
葉

県
R

D
B

C
（
要

保
護
生
物
）

北
千

葉
道

路
の

建
設

に
係

る
順

応
的

管
理

の
し

く
み

動
植

物
生

息
環

境
の

再
生

に
向

け
て

《
北
印

旛
沼
周

辺
》

北
印
旛

沼
に
お
け

る
ヨ

シ
原

の
造
成

（
環

境
影

響
評

価
に
よ
る
代

償
措

置
）

・
湿
地

性
鳥

類
な
ど
の

生
息

環
境

の
創

出
。

・
学

識
経

験
者

、
専

門
家

な
ど
に
よ
る
『
印

旛
沼

ヨ
シ
原

の
順

応
的

管
理

に
関

す
る
検

討
会

』
に
お
い
て
検

討
。

《
道
路
沿
線
周
辺
》

調
整

池
な
ど
の

活
用

・
子
ど
も
た
ち
と
環

境
を
考

え
る

「
子
ど
も
会
議
」
を
定
期
的
に
開

催
。

・
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、
提

案
を

基
に
動
植
物
生
息

環
境
の

再
生
を
検

討
。

北
千

葉
道

路
の

建
設

保
全

措
置

環
境
負
荷

低
減
（
動
植
物
生
息
環
境
の
再
生
）

子
ど
も
会

議
・
N
P
O
、
小

学
生

と
連

携
。

・
北
千
葉

道
路
に
係
わ

る
研
究

活
動
の

場
を
提

供
。

北
千
葉
道

路
の

P
R
・
理

解

ビ
オ
ト
ー
プ

e
tc

ア
ド

バ
イ

ス

子
ど

も
か

ら
の

質
問
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子
ど
も
会

議
（
平

成
２
２
年

度
）

子
ど
も
会

議
（
平

成
23

年
度
第

１
回
）


日

時
：
平
成

23
年

6月
28

日
・
29

日


場

所
：
北
千
葉
道
路
ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ﾒ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

印
旛
沼
見
学
（
屋
形
船
）

北
千
葉
道
路

工
事
現
場
（
橋
梁
下
部
工
）
見
学


参
加
者
：
い
に
は
野
小
学
校
４
年
生
（
３
ク
ラ
ス
１
１
１
名

）

（
指
導
者
）
桑

波
田
・
浅
野
・
堀
田
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（
独

）
土

木
研

究
所

IC
H

A
R

M
深

見
和

彦
、

宮
本

守

U
n
iv

e
rs

it
y 

o
f 
M

o
ra

tu
w

a
L
al

it
h
 H

e
m

an
th

a 
R

A
J
A

P
A

K
S
E
 

(
独
)
土
木

研
究
所

IC
H

A
R

M
上

野
山

智
也

、
D

u
m

in
da

 P
E
R

E
R

A

観
測
地
点
（
高
岡
橋
）

高
崎
川
流
域
の
土
地
利
用流
域
面
積

：8
5
.6
k
m

2

昭
和

40
年

代
か

ら
市

街
化

が
進

み
、

約
60

%を
占

め
て

い
た

水
田

、
畑

地
は

約
40

%に
減

少
し

、
約

7%
で

あ
っ

た
宅

地
は

約
30

%
に

増
加

し
た

。

19
60

年
代

以
降

の
市

街
化

や
人

口
増

加
に

よ
り

水
質

が
悪

化

下
水

道
や

合
併

浄
化

槽
等

の
整

備
に

よ
り

生
活

系
負

荷
は

減
少

市
街

地
や

農
地

か
ら

の
面

源
負

荷
は

依
然

と
し

て
問

題
降

雨
・出

水
時

の
負

荷
量

が
か

な
り

大
き

い
可

能
性

W
EP

モ
デ

ル
に

よ
り

懸
濁

態
と

溶
存

態
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

イ
ベ

ン
ト

ス
ケ

ー
ル

で
分

析
し

、
出

水
時

の
汚

濁
負

荷
流

出
特

性
を

解
明

発
生
要
因
別
の
汚
濁
負
荷
量
の
推
移

（出
典

：印
旛

沼
健

全
化

会
議

資
料

）
発
生
要
因
別
の
汚
濁
負
荷
量

（
2
0
0
8
年

）

印
旛
沼
流

域
全
体

高
崎
川
流

域

面
源

負
荷

量
は

ほ
と

ん
ど

減
少

し
て

い
な

い

全
窒
素
負
荷
量
と
流
量
の
関
係

全
リ
ン
負
荷
量
と
流
量
の
関
係

20
05

年
8月

出
水

時
の

窒
素

、
リ

ン
の

実
測

値

窒
素

リ
ン

0.
010.
1110

1
10

10
0

全窒素負荷量（g/s/km2）

流
量

（
m

3 /
s）

0.
00
1

0.
010.
11

1
10

10
0

全リン負荷量（g/s/km2）

流
量

（
m

3 /
s）
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表
面

流
出

裸
地

－
植

生
水

域
不

浸
透

域

上
水

漏
水

地
下

水
揚

水

地
下

水
涵

養

窪
地

貯
留 不

飽
和

第
1
層

不
飽

和
第

2
層

不
飽

和
第

3
層

遷
移

層

中
間

流
出

遮
断

層

吸
引

圧
拡

散

発
散

浸
透

蒸
発

人
工

熱

降
雨

短
波

放
射

長
波

放
射

熱
ﾌ
ﾗ
ｯ
ｸ
ｽ

被
圧

透
水

層
 
1

不
圧

透
水

層
横

向
流

入
横

向
流

去

深
層

へ
涵

養

難
透

水
層

 2

被
圧

透
水

層
 2

深
層

へ
涵

養

地
下

水
涵

養
／

流
出

横
向

流
入

横
向

流
入

横
向

流
去

横
向

流
去

蒸
発

熱
ﾌ
ﾗ
ｯ
ｸ
ｽ

熱
ﾌ
ﾗ
ｯ
ｸ
ｽ

蒸
発

蒸
発

難
透

水
層

 
1

Ｗ
Ｅ
Ｐ
モ
デ
ル
の
鉛
直
構
造

Ｗ
Ｅ
Ｐ
モ
デ
ル
の
適
用
事
例


浸
透
お
よ
び
流
出
に
つ
い
て


Gr

ee
n-

Am
pt

M
od

el
m

oi
st

ur
e 

co
nt

en
t 

de
pt

h 
L

1s
t 

la
ye

r

   
 m

-t
h 

la
y

er

  
   

(m
-1

) 
th

 la
ye

r

2n
d 

la
ye

r

L
1

L
m

L
m

-1

L
2

 
 s

w
et

tin
g 

fr
on

t

in
it

ia
l 

va
lu

e
sa

tu
ra

te
d 

v
al

ue

t 1

t 2

t m
-1

t p

F
1

F
2

F
m

-1

F
p

)
1(

1

1

F
B

A
k

f
m

m
m











蒸
発

散
：
Pe

nm
an

, P
en

m
an

-M
on

te
ith

モ
デ

ル
、

浸
透

:G
re

en
-A

m
pt

モ
デ

ル

不
圧

・被
圧

地
下

水
流

：
準

一
様

流
ダ

ル
シ

ー
方

程
式

、
地

表
流

お
よ

び
河

道
流

：
Ki

ne
m

at
ic 

wa
ve

 法

K
in

em
at

ic
 w

av
e 

全
リ

ン
（

TP
）

有
機

態
リ

ン
（

O
P）

無
機

態
リ
ン

（
IP

）

リ
ン
酸

態
リ
ン

（
PO

4－
P）

重
合

リ
ン

酸

懸
濁

態
重

合
リ

ン
酸

溶
存

態
重

合
リ

ン
酸

分
解

溶
存

態
P

O
4-

P
（
D

･P
O

4
-P

）

懸
濁

態
P

O
4
-P

（
P

･
P

O
4
-P

）

吸
着

分
解

加
水

分
解

懸
濁

態
O

P
（

P
･
O

P
）

溶
存

態
O

P
（

D
･O

P
）

分
解

N 2

モ
デ
ル
化

し
た
窒

素
の
形
態

モ
デ
ル
化

し
た
リ
ン
の
形

態


流

域
か
ら
の
窒
素
お
よ
び
リ
ン
の
流

出
に
つ
い
て
溶

存
態
と
懸

濁
態
を
区
別
し
て
負
荷
流
出
過
程
を
モ
デ
ル
化
し
た
。


点
源
負
荷
供
給
源
と
し
て
、
家
庭
排
水
、
工
業
系
排
水
、
事
業
所

系
排
水
、
畜
産
排
水
、
観
光
排
水
、
下
水
処
理
場
を
考
慮
し
た
。


面
源
負
荷
は
降
雨
、
山
林
、
農
地
、
市
街
地
と
し
、
農
地
と
市
街

地
か
ら
は
無
降
雨
時
堆
積
物
質
を
考
慮
し
た
。


懸
濁
態
の
負
荷
量
算
出
の
精
度
向
上
を
目
的
と
し
て
S
S
動
態
を

モ
デ
ル
化
し
た
。

農
地
か
ら
の
リ
ン
の
負
荷

流
出

の
概
念

図
農
地
か
ら
の
窒
素

の
負

荷
流
出

の
概

念
図

 

上
流

メ
ッ
シ

ュ
 

か
ら

の
流
入

 

下
流
メ
ッ

シ
ュ

 

へ
の
流
出

 


s

g
S N

/

:

表

表
面

流
出


s

g
S

N
/

:
排

排
出
負
荷

生
活
・
工
業
系
等




2
/

:
m

g
S N

堆
堆

積
物

窒
素

ガ
ス

（
N

2）
 


s

m
g

D
/

/:

脱

脱
窒


s

m
g

S D
N

/
/

:
溶

溶
出

 
s

m
g

S P
N

/
/

:

巻

巻
き
上
げ


s

m
g

S P
N

/
/

:

沈

沈
降


L

m
g

C
P N

/


L

m
g

C
D

N
/

:

懸
濁

態
窒

素
 


 s

m
g

S N
/

/

:

分

分
解

溶
存

態
窒

素
 

地
表
面

お
よ
び
河
道

に
お
け
る
窒
素

の
流
達

過
程
の
模

式
図

 

上
流

メ
ッ

シ
ュ

 

か
ら

の
流

入
 

下
流

メ
ッ

シ
ュ

 

へ
の
流

出


 s

g
S P

/

:

表

表
面

流
出


s

g
S

P
/

:
排

排
出

負
荷

生
活

・
工

業
系

等




2
/

:
m

g
S P

堆
堆
積
物


s

m
g

S D
P

/
/

:
溶

溶
出

 
s

m
g

S P
P

/
/

:

巻

巻
き
上
げ


s

m
g

S P
P

/
/

:

沈

沈
降


L

m
g

CP
P

/


L

m
g

CD
P

/
:

懸
濁

態
リ

ン
 


 s

m
g

S P
/

/:

分

分
解

溶
存

態
リ

ン
 

地
表
面

お
よ
び
河
道

に
お
け
る
リ
ン
の
流
達
過

程
の
模

式
図

農
地

へ
の

負
荷

供
給

源
は

、
降

雨
、

灌
漑

（
水

田
の

み
）
、

施
肥

を
考

慮
し

て
い

る
。

供
給

さ
れ

た
窒

素
・
リ

ン
は

表
層

第
1層

に
お

い

て
、

懸
濁

態
・
溶

存
態

の
変

化
を

考
慮

し
、

地
下

土
壌

中
で

は
、

溶
存

態
の

み
考

慮
し

た
。

溶
存

態
は

各
層

か
ら

の
流

出
も

し
く
は

作
物

吸
収

及
び

脱
窒

に
よ

り
系

外
へ

排
出

さ
れ

る
。


農

地
◦

施
肥

量
：
作

付
種

類
、

作
付

期
間

、
施

肥
・収

穫
時

期
か

ら
算

出
し

た
作

付
面

積
に

単
位

面
積

当
た

り
の

月
別

窒
素

・リ
ン

肥
料

投
入

量
を

乗
じ

て
算

出
す

る
。


市

街
地

◦
表

面
堆

積
負

荷
増

加
量

⊿
Sと

限
界

掃
流

量
Q c

お
よ

び
降

雨
濃

度
Cを

与
え

て
、

限
界

掃
流

量
を

超
え

た
時

点
で

無
降

雨
時

に
堆

積
し

た
懸

濁
態

物
質

の
流

出
が

発
生

す
る

と
仮

定
し

て
次

式
に

よ
り

算
出

す
る

。

L：
発

生
負

荷
量

(g
/s

)、
L u

：
表

面
流

出
量

(g
/m

2 /
s)

、
L r：

降
雨

に
よ

る
負

荷
量

(g
/m

2 /
s)、

A：
メ

ッ
シ

ュ
面

積
(m

2 )、
r：

市
街

地
お

よ
び

農
地

面
積

の
割

合
(%

)、
S：

表
面

堆
積

負
荷

量
(g

/s
)、

q：
単

位
面

積
当

た
り

の
表

面
流

出
量

(m
/s

)、
q c

：
限

界
掃
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の
概
要
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量
の
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計
算
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実
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値
よ

り
や

や
遅

れ
て

流
出

し
て

い
る

が
ピ

ー
ク

値
、

総
量

と
し

て
は

ほ
ぼ

同
程

度
を

再
現

印
旛

沼
・
高

崎
川

流
域

に
改

良
さ

れ
た

W
EP

モ
デ

ル
を

適
用

す
る

こ
と

で
、

イ
ベ

ン
ト

ス
ケ

ー
ル

で
の

水
・物

質
循

環
解

析
を

試
み

た
。


高

崎
川

流
域

か
ら

の
河

川
流

出
量

波
形

は
概

ね
精

度
よ

く
再

現
さ

れ
た

。


栄

養
塩

類
の

負
荷

流
出

は
、

降
雨

時
に

顕
著

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

改
良

さ
れ

た
W

EP
モ

デ
ル

で
は

実
測

よ
り

や
や

遅
く
流

出
し

て
い

た
も

の
の

、

総
量

、
ピ

ー
ク

値
は

概
ね

精
度

よ
く
再

現
さ

れ
た

。


今

後
、

モ
デ

ル
の

改
良

・検
証

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

物
理

的
基

礎
を

有
す

る
分

布
定

数
型

モ
デ

ル
で

あ
る

W
EP

モ
デ

ル
の

特
長

を
生

か
し

て
、

面
源

負
荷

流
出

特
性

の
解

明
と

、
そ

の
成

果
を

利
用

し
た

面
源

負
荷

流
出

に
対

応
す

る
た

め
の

対
策

手
法

の
あ

り
方

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。
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印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

水
資

源
功

績
者

表
彰

水
資

源
功

績
者

表
彰

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

水
資

源
功

績
者

表
彰

と
は

•
表

彰
者

–
国
土
交
通
省
水
資
源
部

•
目

的

–
水
資
源
行
政
の
推
進
に
関
し
、
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個

人
及
び
団
体
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め

•
選

考

–
都
道
府
県
の
推
薦
を
受
け
、
国
土
交
通
省
水
資
源
部

の
「
水
資

源
功
績
者
表
彰
選
考
委
員
会
」
で
選
考
基
準
に
基
づ
き
選
考

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

平
成

23
年

度
水

資
源

功
績

者
表

彰
受

賞
者

•
個
人

–
渡
會

俊
正

（
山
形
県
）

–
堀
口

滋
生

（
群
馬
県
）

–
清

水
豊

勝
（
千

葉
県
）

•
団
体

–
仙
台
東
土

地
改
良

区
（
宮
城

県
）

–
久
知
河
内
ホ
タ
ル
の
会

（
新
潟

県
）

–
小
松
東
部

土
地
改

良
区

（
石

川
県
）

–
わ
き
水
田

宿
川
委

員
会

（
静

岡
県
）

–
柿

田
川

・
東

富
士

の
地

下
水

を
守

る
連

絡
会

（
静

岡
県

）

–
銚
子
川
漁

業
協
同

組
合

（
三

重
県
）

–
堀

川
と
堀

川
通

り
を
美

し
く
す
る
会

（
京

都
府

）

–
浮
羽
郡
大

石
堰
土

地
改
良

区
（
福
岡
県
）

–
鳥
栖
市
森

林
交
流

隊
（
佐
賀

県
）

–
財
団
法
人

中
津
江

村
地
球

財
団

（
大
分
県
）

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

印
旛

沼
土

地
改

良
区

清
水

理
事

長
の

功
績

•
印

旛
沼

土
地

改
良

区
理

事
長

と
し
て
、
水

資
源

の
有

効
利

用
と
印

旛
沼
へ
の
環
境
負
荷
削
減
を
目
的
に
、
農

業
用

水
の

循
環

利
用

を
強

化
す
る
「
国
営
流
域
水
質

保
全
機
能
増
進
事
業
」
を
着
工
に
導
き
、

併
せ
て
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
努
力

さ
れ

て
い
る
。

•
環

境
と
の

調
和

へ
の

配
慮

と
理

念
を
踏

ま
え
、
印

旛
沼

流
域

水
循

環
健
全
化
会
議
、
印
旛
沼
水

質
保
全
協
議
会
等
の
活
動
と
連
携
し
、
自

ら
「
地
域
用
水
対
策
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
代
掻
き
時
の
濁
水
排
出

抑
制
技
術
や
ち
ば
エ
コ
農

業
の
普
及
・
広
報
、
ま
た
地

域
力

と
の

協
働
に
よ
る
環
境
保
全
活
動

な
ど
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ

る
。

※
国
土
交
通
省
水
資
源
部

H
P
よ
り
抜

粋
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印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

水
資

源
功

績
者

表
彰

式

•
日
時

–
平
成
２
３
年
８
月
１
日
（
月
）
1
3
:3
0～

1
3
:5
0

•
場
所

–
科
学
技
術

館
サ

イ
エ
ン
ス
ホ
ー
ル
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印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議

第
19

回
委
員
会

W
E

B
W

E
B
サ

イ
ト
に
よ
る
発
信

サ
イ
ト
に
よ
る
発
信

い
ん
ば

ぬ
ま
情

報
広

場
い
ん
ば

ぬ
ま
情

報
広

場

2
0
1
1

2
0
1
1
年年
33
月月
2
5

2
5
日日

大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

健
全
化
会

議
の

取
り
組

み
を
紹

介
！

印
旛
沼
関

連
の

イ
ベ
ン
ト
や
ニ
ュ
ー
ス

の
情
報
提

供
！

情
報
を
事

務
局

に
く
だ
さ
い
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印
旛
沼
の

水
質

デ
ー
タ
の

報
告
及
び
整
理
！

楽
し
み

な
が

ら
印
旛
沼
を
知
れ
る

「
い
ん
ば
ぬ

ま
ク
イ
ズ
」

是
非
、
挑

戦
く
だ
さ
い
！
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